
私
た
ち
「
老
朽
原
発

う
ご
か
す
な
！
実
行
委

員
会
」
は
、
以
下
の
理

由
に
よ
り
、
と
り
わ
け

危
険
な
老
朽
原
発
の
運

転
に
反
対
し
、
原
発
の

全
廃
を
訴
え
て
い
ま
す
。

若
狭
の
原
発
で
は
、

最
近
の
２
年
間
だ
け
で

も
、
過
酷
事
故
に
至
り

か
ね
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
は
、
運
転
開
始

後
４
６
年
の
老
朽
原
発
・

美
浜
３
号
機
だ
け
で
な

く
、
４
０
年
に
至
ら
な
い
原
発
で

も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
関
電
が
本

年
６
月
、
７
月
に
目
論
む
老
朽
原

発
・
高
浜
１
号
機
（
４
８
年
超
え
）
、

２
号
機
（
４
７
年
超
え
）
の
再
稼

働
な
ど
も
っ
て
の
外
で
す
。

政
府
や
原
発
立
地
自
治
体
は
、

原
発
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

原
発
は
重
大
事
故
を
起
こ
し
か
ね

な
い
こ
と
を
、
政
府
や
自
治
体
が

認
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、

現
行
の
「
避
難
訓
練
」
は
、
わ
ず

か
の
期
間
の
避
難
で
、
原
発
事
故

で
は
住
民
全
員
が
、
何
年
も
、
何

十
年
も
、
あ
る
い
は
永
遠
に
故
郷

を
奪
わ
れ
る
こ
と
、
放
射
性
物
質

に
よ
る
汚
染
は
極
め
て
広
域
に
お

よ
ぶ
こ
と
を
あ
え
て
無
視
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
「
避
難
計
画
」
は
、
住

民
の
大
量
被
ば
く
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
原
発
で
過
酷

事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
、
原
発
か

ら
５
キ
ロ
圏
内
の
住
民
は
即
時
避

難
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
住
民
は
屋
内
退
避
と
な
っ
て

い
て
、
放
射
能
汚
染
レ
ベ
ル
が
自

然
放
射
能
の
１
万
倍
の
５
０
０
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
な
っ
て
、

や
っ
と
避
難
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
斉
避
難
は
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、
原
発
周
辺
住
民
の

大
半
は
「
大
量
被
ば
く
す
る
ま
で

待
て
」
と
し
て
い
る
の
で
す
。

原
発
を
動
か
せ
ば
、
何
万
年
も

の
保
管
を
要
す
る
使
用
済
み
核
燃

料
が
た
ま
り
ま
す
。
関
電
は
２
０

１
７
年
、
「
若
狭
の
原
発
で
で
き

た
使
用
済
み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵

候
補
地
を
、
２
０
１
８
年
末
ま
で

に
福
井
県
外
に
探
す
」
と
明
言
し
、

西
川
前
福
井
県
知
事
の
大
飯
原
発

再
稼
働
へ
の
同
意
を
取
り
付
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
関
電
は
、
こ
の

約
束
を
ホ
ゴ
に
し
、
「
候
補
地
提

示
期
限
を
２
０
２
０
年
末
ま
で
」

と
再
約
束
し
て
原
発
の
運
転
を
継

続
し
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
増
や

し
続
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
関
電
は
、

再
約
束
の
期
限
も
ホ
ゴ
に
し
、
１

昨
年
２
月
１
２
日
に
は
、
候
補
地

提
示
期
限
を
「
２
０
２
３
年
末
ま

で
」
と
先
送
り
し
、
「
こ
の
期
限

が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
老
朽
原
発
を

停
止
す
る
」
と
し
て
、
杉
本
福
井

県
知
事
の
老
朽
原
発
・
美
浜
３
号

機
再
稼
働
へ
の
同
意
を
取
り
付
け

ま
し
た
。
な
お
、
関
電
が
「
２
０

２
３
年
末
を
期
限
」
と
し
た
拠
り

所
は
、
青
森
県
む
つ
市
の
中
間
貯

蔵
施
設
の
利
用
の
可
能
性
で
す
が
、

宮
下
む
つ
市
長
は
こ
れ
を
否
定
し
、

猛
反
発
し
て
い
ま
す
。

関
電
は
、
何
の
成
算
も
無
く

「
空
約
束
」
を
繰
返
し
、
平
気
で

そ
れ
を
ホ
ゴ
に
し
た
、
倫
理
の
か

け
ら
も
持
ち
合
わ
せ
な
い
企
業
で

す
。

関
西
電
力
（
関
電
）
は
、
運
転
開
始
後
４
０
年
を
は
る
か

に
超
え
、
超
危
険
な
老
朽
原
発
・
美
浜
３
号
機
を
運
転
し
、

高
浜
１
、
２
号
機
の
６
月
、
７
月
稼
働
を
画
策
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
各
自
治
体
に
以
下
の
内
容
の
申
し
入
れ

を
す
る
活
動
を
、
３
月
初
め
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。



一
時
的
に
電
力
が
ひ
っ
迫
し
て

も
、
節
電
に
よ
っ
て
乗
り
切
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
３
月
の

地
震
と
寒
波
に
起
因
す
る
東
北
、

東
京
エ
リ
ア
で
の
電
力
不
足
を
節

電
で
乗
り
越
え
た
実
績
が
証
明
し

て
い
ま
す
。
３
月
の
電
力
不
足
で

は
、
原
発
５
基
分
（
１
基
１
０
０

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
て
）
も
の
節

電
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

昨
夏
の
猛
暑
も
、
今
冬
の
厳
寒

も
、
停
電
す
る
こ
と
な
く
乗
り
切

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
常
的
節
電
に
よ
る
電

力
需
要
削
減
は
、
発
電
所
の
新
設

と
同
じ
価
値
が
あ
り
ま
す
。
国
民

（
約
１
億
２
５
０
０
万
人
）
１
人

ひ
と
り
が
１
０
０
ワ
ッ
ト
節
電
す

れ
ば
、
１
２
５
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

（
原
発
１
０
基
分
以
上)

の
電
力

需
要
を
抑
制
で
き
ま
す
。

電
力
需
給
ひ
っ
迫
を
口
実
に
、

人
々
や
環
境
に
放
射
線
被
ば
く
を

強
い
、
負
の
遺
産
・
使
用
済
み
核

燃
料
を
残
す
原
発
を
推
進
す
る
こ

と
は
誤
り
で
す
。

岸
田
政
権
の
「
原
発
依
存
社
会
」

へ
の
暴
走
は
、
福
島
原
発
事
故
以

降
の
政
権
が
、
事
故
の
教
訓
を
生

か
さ
ず
、
原
発
維
持
に
こ
だ
わ
り
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
全
面
切
り

替
え
を
怠
っ
た
結
末
で
す
。
も
し
、

原
発
に
費
や
さ
れ
た
税
金
や
電
気

料
金
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
す
る
電
源
、
大
容
量
の
蓄
電
法
、

省
エ
ネ
機
器
の
開
発
と
普
及
に
回

さ
れ
て
い
れ
ば
、
原
発
不
要
の
社

会
を
築
け
た
は
ず
で
す
。

日
本
は
、
太
陽
光
に
も
、
水
に

も
、
風
に
も
、
地
熱
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
先
見
の
明
が
あ
る
政

権
で
あ
っ
た
な
ら
、
今
頃
、
核
燃

料
や
化
石
燃
料
の
必
要
の
な
い
社

会
を
実
現
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
で

き
た
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
〇
〇
市
役
所
は
高

浜
原
発
か
ら
約
７
０
キ
ロ
、
美
浜

原
発
か
ら
約
９
０
キ
ロ
の
地
点
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
と
、
福
島

原
発
事
故
で
は
、
約
５
０
キ
ロ
離

れ
た
飯
舘
村
が
全
村
避
難
に
な
り
、

約
２
０
０
キ
ロ
離
れ
た
関
東
に
も

高
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
降
下
し

た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、

高
浜
や
美
浜
の
原
発
で
重
大
事
故

が
起
こ
れ
ば
、
約
■
万
■
千
人
が

住
む
〇
〇
市
も
避
難
対
象
地
域
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
高
浜
原
発
、
美
浜
原
発

か
ら
び
わ
湖
水
系
ま
で
は
、
最
短

距
離
で
各
々
約
４
０
キ
ロ
、
約
７

５
キ
ロ
で
す
。
び
わ
湖
水
系
が
放

射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
〇

〇
市
民
だ
け
で
な
く
関
西
一
円
の

多
く
の
地
域
、
人
々
が
飲
用
水
な

ど
の
生
活
水
を
失
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
〇
〇
市
は
、
若
狭
地
域

同
様
に
、
原
発
事
故
被
害
地
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
視
点
に
立
っ
て
、

「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
」
は
、
〇
〇
市

長
に
、
以
下
を
申
し
入
れ
ま

す
。

【
１
】
岸
田
政
権
の
原
発
推

進
政
策
は
、
市
民
に
塗
炭
の

苦
難
を
与
え
る
過
酷
事
故
を

招
き
か
ね
ず
、
子
々
孫
々
に

ま
で
負
の
遺
産
と
な
る
使
用

済
み
核
燃
料
を
さ
ら
に
蓄
積

さ
せ
ま
す
。
現
在
お
よ
び
未

来
の
市
民
の
立
場
に
た
っ
て
、

原
発
推
進
政
策
に
Ｎ
Ｏ
を
表
明
し
、

脱
原
発
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
２
】
関
電
と
政
府
に
、
危
険
極

ま
り
な
い
老
朽
原
発
・
美
浜
３
号

機
の
運
転
と
老
朽
原
発
・
高
浜
１
、

２
号
機
の
再
稼
働
準
備
の
即
時
中

止
お
よ
び
こ
れ
ら
の
原
発
の
廃
炉

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
３
】
原
発
を
動
か
せ
ば
、
行
き

場
の
な
い
使
用
済
み
核
燃
料
が
増

加
し
ま
す
。
関
電
と
政
府
に
、
全

て
の
原
発
の
停
止
と
、
安
全
な
廃

炉
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
４
】
関
電
に
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
安
全
な
保
管
地
と
安
全
な
処

理･
保
管
法
を
早
急
に
提
示
す
る

よ
う
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
５
】
原
発
が
稼
働
す
る
限
り
、

〇
〇
市
全
域
が
過
酷
事
故
の
被
害

地
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
〇
〇
市

と
し
て
、
過
酷
事
故
へ
の
対
応
策

を
示
し
、
全
市
民
の
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
６
】
若
狭
の
原
発
で
過
酷
事
故

が
起
こ
っ
た
と
き
、
〇
〇
市
も
▼

▼
市
か
ら
の
避
難
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
が
〇
〇
市
民
に
周

知
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
避
難
者
受
け
入
れ
計
画
の

詳
細
を
広
報
し
、
議
論
を
喚
起
し

て
く
だ
さ
い
。

以
上
申
し
入
れ
ま
す
。


